
 

 

 

 

 

 

 

令和４年（12月末現在速報値）の宮城県内の労働災害発生状況が発表されました。全業種で

は、保健衛生業等における新型コロナ感染症による休業が増加したことなどを受け、前年比1538

人増の死亡15名を含む4250人（前年同期比56.7%）の大幅増となりました。 

建設業でも、前年同期比19.6％増加の死亡5名を含む372名と高水準となりました。 

年度末は完工時期となる工事が増加すること

で,さまざまな作業が輻輳し、従事する労働者も疲

労が蓄積しやすくなり、労働災害発生リスクの高

まりが懸念されます。 

そのため、会員各位におかれましては、実施要

領を踏まえ、関係者及び店社と作業所が一体とな

って、労働災害防止活動を積極的に展開され、無

事故・無災害で新年度を迎えられますようお願い

申し上げます。 

会員の皆様には同月間ポスターと 2023 年度カレンダー

を別送いたします。 

3月は、建設業 年度末労働災害防止強調月間です！ 

令和５年３月１日〜３月３１日 

実施要領は、2月会報に同封 



新年安全祈願祭・安全衛生推進大会が開催されました 

1 月 11 日、宮城県建設産業会館にて、新年安全衛生推進大

会が、宮城労働局 小林局長及び幹部の皆様、宮城県土木部狩

野副部長、建災防本部井上専務理事の御臨席のもと開催されま

した。 

 新型コロナウイルス感染症対策として、会場参加とオンラ

イン参加を併用するハイブリット方式として開催し、合わせて

約 150名が参加されました。 

特別講演では、山形大学地域教育文化学部教授佐藤宏平先生

に、「担い手育成！進めよう若年労働者への心理的サポート」

と題して、若手の職場不適応、離職をいかに防ぐかについて、

建設業界の実態を踏まえた、ご講演をいただきました。 

 

「新たな化学物質規制に関する説明会」のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法改正情報～金属アーク溶接等作業に限定した講習の新設予定～ 

 金属をアーク溶接する作業等について、現在、特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講

習を修了した者のうちから、特定化学物質作業主任者を選任しなければならないとされています。 

この度、厚生労働省では、講習科目を金属アーク溶接等作業に係るものに限定した「金属アーク溶

接等作業主任者限定技能講習」を新設することとなり、関係規則の所要の改正が行わることとなりま

した。 

施行期日等 公布（告示）日：令和５年３月下旬（予定） 

施行（適用）期日：令和６年１月１日（一部規定は公布の日） 

化学物質管理に係る労働安全衛生法関係政省令が大きく改正されます！建設現場で
も、剥離剤等による中毒が問題となるなど、化学物質への対応が重要となっていま
す。今般、下記により、専門家をお迎えして標記説明会を実施しますので、ご参加
いただきますようお願いいたします。 
１ 日時 令和 5年 3月 20日（月）13:30～16:00 

２ 場所 宮城労働基準協会会議室、宮城県建設産業会館、大崎建設産業会館、仙南

地域職業訓練センター（ライブ配信による同時開催） 

３ 申込「労働局・労働基準監督署説明会等受付サイト」からアクセスしてください。 

（２月中旬から申込可能となる予定です） 

４ 受講料 無料                      

              

詳しくは同封のチラシをご覧ください 




